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状態を示すものと考。縄〉，，

　これらN慧方向に配列する異常地帯の縫沁・に，南北鑛

の瀧徴が掘握懲れている。ア測線よリオ測線のレ》鶏靴

め　街て拡がる広い鱗慧闘（芝）墨妻憐磐憲蠕擁豊そ薄㌻でξ難）り》ほ季まN

W方濁に遵なり，薦北鑛ぴ）雛定露頭線の位置，力向性三と

この異常地帯のそ才乳之轍よく一致する，、

㌘．電蓋擬鉱の結築訟灘閥逮轍

　陶霞ξゴ輪が扮鑓年に行なつた自然織位法と比抵抗法

瓢よる電気探鉱騨）結果薯＞によると，3号脈東部鍵）地表に

おい℃翼われた低電位異常と低抵抗異常は，

　α）鉱脈ないtノそれに伴なう変質帯紅趨四する麟然電

位法紅よる低電位異常志』，聡英ないし方解石転脈を伴なわ

ぬ変質帯に、糞幡低電位異常

　嬢）　碧勲鉦イ幾範）著しい覇導タン鞍二．発られ識l　i響し▽・｛壌纂扇プ慕羅響と

地形の影響による低抵抗部象㌢、よび鉱脈階のもの妥篭趨獲1す

考瀞ぜ践輩鷺ず霊．講ぎ

に1藍謬婆熱率してマ、る帯

　以上の結果を，今鋼の地化学探査裟よつて得られた水

趨藁蓬〉鶴翫分藩糞図とを1穣合笑3嚇ると婁

　（動　異常値を孝す部分率，よ，爾方法とも，同様な傾憩を

難す．

　働　しかし，異常騨、象が鉱脈を示すかど・ナかという問

，懸㌘は，地化学探査法が灘接的であ矯，、

　㈹　構方法の結果を総合することによつで，鉱脈賦存

の覇鍵玉笠を騰ぎ㌶）ぞ）こ義力雛き難であろ騒

と考え懲。

聾．　禽謙灘の懸饗懸．識

誕一（鍵）



鹿児島県大1．壌瞭l！金銀鉱1欝錨捻における水鎌元素の分廊1こついて（罎本文男磯轟乎熱加藤甲釜・策野穂弐・翻三1一饗）

　本研究θ）結果によれば，大1驚鉱霞金銀鉱床の既知の部

分，および地質学的にすでに予獺された露頭線において

は，水銀分散分布図を作成することによむ，鉱脈賦存の

可能性や産状も探弄）得鳳滋とを翠唆Uでいる．

　大ぎ：1鉱山3響脈を申心とした調査区域は，本調査研究

／辞ま好都合な条件が備わつていた。第勲葛本鉱床の金

銀鉱脈が，水銀鉱物歌して，わずかながら肉眼でみられ

る程度に展砂を伴なつている鉱と，第難にジ・一部に轄轡

的な役割を果したと思われ《）斜長流紋岩が存在して，そ

れが水銀の分散紅とつて好都合であつたと考えられ恐こ

と，第3に，地形の変化が比較的に少なく，したがつで

地形の及ぽす第二次分散濫学）流鋤α）影響が少ないと思わ

れ轟こと，第魂に，併の影響を燈けることがで憲たごと

などである。

　・…方，新比色法紅よる分析作叢、1二，都合のよかったこ

とは，大欝鋤煮蓬の既設の分析窒が能率的瓢牽晒・1できたこ

とである．

　今後の問懸龍レては，上繋淑）条件の満たされない地域

や鉱床靴っいていかに応用して督け葛かであつて，それ

にっいては今後適用性や本方法の改瑛の間題が残ってい

膝。

　まず第碁こ，大翼鉱山銃）未探査区域紅対してこの方法

を適用すること夢第烈鳥煽轡が存窪せず重地形が変化

に富むような場合杷おける検討，第慕に，とくに璽視鮎

なくて濾ならない鑑ととして，水銀鉱物がまだ認められ

ていなゾ金銀鉱床瓢ついても，水銀分散分布図は探査に

役立つかどうかの検討，第4に，翼地処難を一層迅漣1に

するため観勢分析法を…層改良し，器具を改蕃す蕎こと

　潜）ひ燃噂第一炊頒館姦醗鰯中晒螺分臨
　　　第鴬次分散と捻，その第一次分散を勢け鴫いる鷺
　　　石や鉱ン欝そのものが土壌化し《撃　そ・の部分垂瓢1縄わ

　　　覇る分散の意磁ある。したがつ鵡第ご次分散の

　　　場倉に1劃土壌の移鋤による分散癒置のずれねど

　　　が生雛易いe

などである、，

　以、ヒの間題紅併行して，水銀分激理論を地球化学的，

地質学的範追鐙す鵜ことが必要であ参，さらに水銀光素

のみならず魏の金属元素／こついても留意して研究をすす

め輪ことンび必i要となザニ）てマ・る．，

　なお，大ζ畷隷と類似する集件をもやと考えられる

金銀鉱シ編こは，北海道の鴻ノ舞八十士・鴻ノ舞伊那牛・

北の王・生田膜・昭和・大江，岩準県蛭子館，愛麹県津

具，長崎県波佐見，鹿児島県山ケ野などの諸鉱1．hをあげ

ることができ樽．

　　　　　　　　　　　　　（購雫駕年馨～轟甥調蒼）
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